
 

 

    第６回「全国高校生プレゼン甲子園」 実施要項 

 

１ 主  催  全国高校生プレゼン甲子園実行委員会 

 

２ 共  催  福井県教育委員会、一般社団法人プレゼンテーション協会 

 

３ 目  的   テーマについて深く考察し、自分の考えや念
おも

いを「伝える」ことで、論理的

思考力、表現力、創造力等を養うとともに、互いの発表を通して、総合的な  

プレゼンテーション能力の向上を図る。 

 

４ テ ー マ  ＜予選審査・決勝大会共通＞ 

「問いから始まる未来づくり ～探究の力で社会に貢献する～」  

現代社会には、すぐに答えが見つからない複雑な課題が数多くあります。だからこそ、 

自ら問いを立て、深く探究する力が求められています。「今、私たちにできることは何か。」 

この問いに向き合いあなたの考えと具体的な行動で、未来への一歩を提言してください。 

 

５ 応募条件  ・同一高校の３名以内で編成されたチームであること（１名での応募も可） 

※令和８年度に高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）、特別支援学校高等部、 

高等専門学校（３年生まで）に在籍していること 

※同一高校から複数チームの応募が可能であるが、１人の生徒が複数のチームに参加 

して応募することはできない 

・地域ブロック大会や決勝大会に参加できること 

・地域ブロック大会や決勝大会に進出した際に、報道機関や大会公式ホーム 
ページ等での顔写真・氏名・学校名などの掲載および予選動画や決勝大会 
の映像の YouTube上での公開について同意できること 

 

６ 応募方法   ① プレゼン資料作成 
・プレゼンに使うツールは自由 

② プレゼン動画撮影 
・予選のプレゼン時間は３分以内を厳守すること 

・発表者の上半身が画面に見えていること 

・動画は通しで撮影し、編集をしないこと 

③ 動画のアップロード 
・応募フォームにメールアドレスを入力し、ＩＤ・パスワードを発行する 

・その後、マイページにログインし、動画をアップロードする 

④ ＡＩによるＦＢ（フィードバック）を受け取る 
・動画のアップロードが完了すると、ＡＩによるＦＢが表示される 

・ＦＢを参考に振り返りを行う 

・エントリー期間内に最大３回まで動画のアップロードとＦＢの受け取りが可能 

⑤ アップロードした動画の中からエントリーする動画を選択 
・エントリーする動画を選択して、エントリー完了 

 

７ 大会日程   ・エントリー期間    令和８年５月２２日（金）～６月１０日（水） 

・地域ブロック大会   令和８年７月１１日（土）、１２日（日） 

          ・決勝大会       令和８年８月２２日（土） 

※要項記載の内容は、令和８年度予算の成立を前提とした現時点の予定であり、変更となる場合がある。 
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８ 予選審査  １次審査 

・審査委員が応募作品を視聴して審査（非公開） 

         ・応募数が１～９９チームの地域ブロックは、上位３チームを選出 

・応募数が１００～１９９チームの地域ブロックは、上位４チームを選出 

・応募数が２００～２９９チームの地域ブロックは、上位５チームを選出 

※以降、応募数が１００チーム増えるごとに選出チームを１チームずつ追加 

        ２次審査 

         ・１次審査で選出されたチームに対し、審査委員が予選動画の内容について

オンラインで質疑応答を実施（オンラインにて公開） 

         ・各地域ブロックから決勝大会に進出する代表１チームを選抜 

         ・各地域ブロック代表７チームに、それ以外の２次審査進出チームから審査

委員が推薦した３チームを合わせた計１０チームが決勝大会に進出 

        各ブロック選出数 

      北海道・東北ブロック（１）、関東ブロック（１）、 
北信越・東海ブロック（１）、近畿ブロック（１）、 
中国・四国ブロック（１）、九州・沖縄ブロック（１）、 
開催県代表（１）、審査委員推薦チーム（３） 計１０チーム 

 

９ 決勝大会  ・開催場所 福井県県民ホール（福井県福井市手寄１－４－１アオッサ８階） 

・予選審査で選抜された１０チームが、５分間のプレゼンを行い、その後、 

審査委員との質疑応答を行う。 

        ・決勝大会の模様はリアルタイム配信および後日録画配信（YouTube） 

・全出場チームによるプレゼン後、審査委員によって順位を決定し、表彰 
          ※決勝大会出場に係る旅費については、規定に従い実行委員会で負担 

 

10 審査委員  ・予選審査（８名） 

前田鎌利氏（審査委員長） 

一般社団法人プレゼンテーション協会および福井県教育庁 

   ・決勝審査（６名） 

前田鎌利氏（審査委員長） 

全国高校生プレゼン甲子園実行委員 

 

11 審査基準  (1)テーマに対する考察、根拠、論理性、独創性 

        (2)メッセージの伝わりやすさ、構成 

        (3)印象的、効果的なスライド等のビジュアル 

          (4)話し方、訴求力、説得力 

        (5)質疑応答における対応力 

 

12 表  彰  最優秀賞兼文部科学大臣賞 １チーム 副賞：福井県特産品一人５万円相当 

        優秀賞          ３チーム 副賞：福井県特産品一人１万円相当 

        特別賞          １チーム 副賞：福井県特産品一人５千円相当 

        奨励賞          ５チーム 副賞：福井県特産品一人３千円相当  

        特別協賛企業によるスポンサー賞 

ブロック賞（各地域ブロック大会の出場チーム） 

学校奨励賞（原則３０チーム以上の応募がありかつ優れたプレゼン作品の応募 

があった学校を対象に３校を表彰） 

※決勝出場者全員に、参加賞として福井県立恐竜博物館年間パスポートを進呈 


